
2024　基礎看護技術　一覧

映像 演習

演
習

実
習

1 1 Ⅰ Ⅰ 快適な療養環境の整備 ○ 基礎 基礎

2 ベッドメーキング ○ 基礎 基礎

3 2 Ⅰ Ⅱ 臥床患者のリネン交換 ○ 基礎 基礎 基礎

4 術後ベッドの作成 ○ 周術 周術

5 保育器の準備 ○ 母性 母性

6 3 Ⅰ Ⅰ ○ 基礎 基礎

7 ○ 基礎 基礎

8 自助具の工夫 ○ 基礎 基礎

9 摂食嚥下訓練 ○ 基礎 基礎

10 4 Ⅱ Ⅱ 食事指導
保健
指導

保健
指導

11 5 Ⅰ Ⅱ ○ 基礎 基礎

12 6 Ⅰ Ⅲ ○ 基礎 基礎

13 ○ 基礎 基礎

14 中心静脈栄養法の観察
（合併症の早期発見）

○ 基礎

15 ○ 基礎

16 ○ 基礎 基礎

17
女性用尿器の
当て方

○ 基礎 基礎

18
男性用尿器の
当て方

○ 基礎 基礎

19 便器の当て方 ○ 基礎 基礎

20 ○ 基礎 基礎

21 一時的導尿 ○ 基礎 基礎 基礎

22 ○ 基礎 基礎

23 8 Ⅰ Ⅲ ○ 基礎 基礎

24 10 Ⅰ Ⅲ 浣腸 ○ 基礎 基礎

25 11 Ⅰ Ⅲ 摘便 ○ 基礎 基礎

26 12 Ⅱ Ⅲ ストーマ管理 〇 ○ 周術 周術

27 イレウス管の管理 ○

28
尿失禁・便失禁の種類と
援助

○ 基礎 基礎

29 睡眠を促す援助 ○ 基礎

30
良眠を意識した日々の援
助活動

レクリエーション ○ 基礎

31 安静保持の援助 ○ 基礎

32 自力での移動 歩行介助
(見守り)

○ 基礎 基礎

33 杖歩行 ○ 基礎 基礎

34 歩行器 ○ 基礎 基礎

35 16 Ⅰ Ⅰ 体位変換・保持 ○ 基礎 基礎

36 15 Ⅰ Ⅱ 移乗介助 ○ 基礎 基礎

37 13 Ⅰ Ⅰ 車椅子 ○ 基礎 基礎

38 18 Ⅰ Ⅱ ストレッチャー ○ 基礎 基礎

39 良肢位の保持 ○ 基礎 基礎

40 17 Ⅰ Ⅱ 自動他動運動 ○ 基礎 基礎

41 筋力増強訓練 ○ 基礎

42 関節可動域訓練 ○ 基礎

43 整髪 ○ 基礎 基礎

44 洗面 ○ 基礎 基礎

45 眼・耳・鼻の清潔 ○ 基礎

46 耳垢の除去（綿棒） ○ 基礎

はし・スプーンによる介助
食事介助　（嚥下障害の
ある患者を除く）

挿入

管理

パウチ交換・管理

吸いのみによる介助

おむつによる排泄援助

実技演習

経管栄養法による流動食の注入

経鼻胃チューブの挿入

胃ろうの管理

トイレでの排泄援助

ポータブルトイレでの排泄援助

<考え方>
1.基礎看護技術として、看護学校で押さえる必要のある技術を精選
2.指導ガイドライン別表13-2に基づいて卒業時到達レベルを記載
3.技術を、どの領域で扱うか明示
4.教育技法について、どの教員が担当しても一貫性のある指導方法で、　卒業時到達レベルが達成できるようにする。
5.教育技法として、映像、演習(ワーク・実技)、実技演習はデモンスト・モデルを使用した演習か、学生同 士の演習か、 グ
ループでシュミレーション演習なのかを統一する。
6.評価は、チェックなのか、テストを実施するのか統一する。
7.技術テスト、技術チェックの時間は、講義時間外(学生一人当たりの時間は、数十分)とする。

【卒業時の到達レベル】

<演習>
Ⅰ:モデル人形もしくは学生間で単独で実施できる。
Ⅱ:モデル人形もしくは学生間で指導の下で実施できる。

<実習>
Ⅰ:単独で実施できる。
Ⅱ:指導の下で実施できる。
Ⅲ:実施が困難な場合は見学する。
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1
.

環
境
調
整
技
術

2
.

食
事
の
援
助
技
術 経腸栄養法

※中心静脈留置の介助は、「8.与
薬」で学習する

3
.

排
泄
援
助
技
術

自然排泄の介助
7 Ⅰ Ⅱ 床上排泄

9 Ⅱ Ⅲ

膀胱留置カテーテル

4
.

活
動
・
休
息
援
助
技
術

14 Ⅰ Ⅰ 歩行・移動介助

移送

廃用症候群の予防のた
めの援助

整容20 Ⅰ Ⅰ

5
.

清
潔
・
衣
生
活
援
助
技
術
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映像 演習

演
習

実
習

実技演習
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看
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育
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術
種
類

卒
業
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Ⅰ
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Ⅰ
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Ⅱ
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診
療
時
援
助
技
術

47 爪切り ○ 基礎 基礎

48 ひげそり ○ 基礎

49 21 Ⅰ Ⅰ
点滴・ドレーン等を留置して
いない患者の寝衣交換

臥床患者 ○ 基礎

50 27 Ⅰ Ⅱ
点滴・ドレーン等を留置して
いる患者の寝衣交換

カテーテル類が
入っている患者）

○ 基礎 基礎

51 自宅での入浴 ○ 地・在 地・在 地・在

52 施設での入浴 ○

53 シャワー浴 ○ 基礎 基礎

54 機械浴での介助 ○ 基礎

55 24 Ⅰ Ⅱ 清拭 全身清拭・熱布清拭 ○ 基礎 基礎 基礎

56 23 Ⅰ Ⅱ 陰部の保清 ○ 基礎 基礎

57 ケリーパッド ○ 基礎 基礎

58 洗髪車 ○ 基礎 基礎

59 洗髪台 ○ 基礎 基礎

60 ドライシャンプー ○ 基礎 基礎

61 手浴 ○ 基礎 基礎

62 足浴とフットケア ○ 基礎 基礎

63 含嗽 ○ 基礎 基礎

64
舌のケア（ガーゼ・
スポンジブラシ）

○ 基礎 基礎

65
歯ブラシ（ブラッシ
ング）

○ 基礎 基礎

66 吸引付き歯ブラシ ○ 基礎 基礎

67 義歯洗浄 ○ 基礎 基礎

68 28 Ⅰ Ⅲ 新生児の沐浴・清拭 ○ 母性 母性 母性

69 発熱時の援助 ○ 基礎

70
うつ熱時の援助
（熱中症の場合）

○ 基礎

71
低体温時の援
助

○ 基礎

72 低体温療法 ○

73 腹式呼吸 ○ ○ （基礎） （基礎）

74 口すぼめ呼吸 ○ ○ （基礎） （基礎）

75 ラマーズ法 ○ 母性 基礎

76 34 Ⅰ Ⅲ 体位ドレナージ ○ 基礎 基礎

77 徒手的咳嗽介助法 ○ 基礎 基礎

78 ハフィング ○ 基礎 基礎

79 スクイージング ○ 基礎

80 口腔内 ○ 基礎 基礎

81 鼻腔内 ○ 基礎 基礎

82 33 Ⅱ Ⅲ 気管内 ○ 基礎 基礎

83
持続的吸引（胸腔ドレ
ナージ）

低圧持続吸引器
の取り扱い

○ 基礎 基礎 基礎

84 中央配管方式 ○ 基礎 基礎

85
酸素流量計の取り
扱い

○ 基礎 基礎

86 鼻腔カニューレ ○ 基礎 基礎

87 酸素マスク ○ 基礎 基礎

88
リザーバー酸素マ
スク

○ 基礎 基礎

89 68 Ⅱ Ⅲ
酸素ボンベの取り
扱い

○ 基礎 基礎

90
超音波ネブライ
ザー

○ 基礎 基礎

91
ジェットネブライ
ザー

○ 基礎 基礎

92
弾性ストッキング
の装着方法

〇 ○ 周術 周術

93 下腿マッサージ ○ 周術

94
用手的リンパドレ
ナージ

○ 周術

95 68 Ⅱ Ⅲ 人工呼吸器の取り扱い ○ 地・在地・在

96 創傷の種類 治癒課程と観察 ○

97 ス トーマケア スキンケア ※№26に含む 〇 ○ 周術 周術

体温調節に支障
をきたした人への
援助

口腔ケア

22 Ⅰ Ⅱ 入浴・シャワー浴の介助

25 Ⅰ Ⅱ 洗髪

呼吸法

19 Ⅰ Ⅰ 手浴・足浴

26 Ⅰ Ⅱ

29 Ⅰ Ⅰ 体温調節の援助

末梢循環促進ケア

32 Ⅱ Ⅲ
吸引

30 Ⅰ Ⅱ
酸素吸入療法の実施

31 Ⅰ Ⅱ
ネブライザーを用いた気
道内加湿

5
.

清
潔
・
衣
生
活
援
助
技
術

7
.

創
傷
管
理
技
術

6
.

呼
吸
・
循
環
を
整
え
る
技
術
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映像 演習

演
習
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習
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Ⅰ
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援
助
技
術
Ⅱ
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学
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護
学
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践

演
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を
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演
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ョ
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助
技
術

98 35 Ⅱ Ⅱ 褥瘡管理
ブレーデンスケール
活用

※№99～109で
学習

△ 〇

99 褥瘡予防ケア
体圧分散マットレ
ス・クッション

○ 基礎 基礎

100
体位変換（臥位・
座位）

○ 基礎 基礎

101 踵部除圧 ○ 基礎 基礎

102 ずれ力の予防 ○ 基礎 基礎

103 褥瘡処置 ○ 基礎 基礎

104 創洗浄 ○ 基礎 基礎

105 創保護 ○ 基礎 基礎

106 テープの固定 ○ 基礎 基礎

107
ドレッシング剤の
選択

○ 基礎 基礎

108 　　　巻軸帯 ○ 基礎 基礎

109 　　　三角巾 ○ 基礎 基礎

110 37 Ⅱ Ⅲ ドレーン類の挿入部の処置 ○ 基礎 基礎

111 38 Ⅱ Ⅱ 内服薬 ○ 基礎 基礎

112 バッカル錠 ○ 基礎 基礎

113 舌下錠 ○ 基礎 基礎

114
乳首・スポイドによ
る経口与薬

○ 小児

115 吸入 ○ 基礎

116 点眼 ○ 基礎

117 点鼻 ○ 基礎

118 点耳 ○ 基礎

119 39 Ⅰ Ⅱ 軟膏塗布 ○ 基礎 基礎

120
経皮吸収型製剤
貼付

○ 基礎 基礎

121 40 Ⅱ Ⅱ 坐薬の投与 坐薬 ○ 基礎 基礎

122
注射針と注射筒の
接続

○ 基礎 基礎

123
薬液の吸い上げ
（アンプル）

○ 基礎 基礎

124
薬液の吸い上げ
（バイアル）

○ 基礎 基礎

125
高カロリー輸液・
抗がん剤の準備

○ （基礎） （基礎）

126 41 Ⅱ Ⅲ 皮下注射 ○ 基礎 基礎

127 皮内注射 ○ 基礎

128 42 Ⅱ Ⅲ 筋肉内注射 ○ 基礎 基礎

129 点滴 ○ 基礎 基礎

130 ワンショット ○ 基礎 基礎

131 翼状針による ○ 基礎 基礎

132 静脈留置針による ○ 基礎 基礎

133 固定 ○ 基礎 基礎

134 滴下速度の調整 ○ 基礎 基礎

135 三方活栓取扱い ○ 基礎 基礎

136 44 Ⅱ Ⅱ 点滴静脈内注射の管理 ※№134含む ○ （基礎） （基礎）

137 輸液ポンプの操作 ○ 基礎 基礎

138 シリンジポンプの操作 ○ 基礎 基礎

139
中心静脈カテーテル留置
の介助

※「2食事の援助技術の中心静脈栄養法（合併症の早期発見）」で実施 ○ 周術 基礎

140 観察 ○ 基礎

141 管理 ○ 基礎

142 硬膜外投与法 ○ 周術

143 45 Ⅱ Ⅲ ○ 基礎

144 急変時の初期対応 ○ 統合 統合

145 47 Ⅰ Ⅰ 緊急時の応援要請 ○ 統合 統合 統合

146 トリアージ ○ 統合 統合

147 気道確保 ○ 統合 統合 統合

148 胸部圧迫 ○ 統合 統合 統合

包帯法

薬剤等の管理（毒薬、劇薬、麻薬、血液製
剤、抗悪性腫瘍薬を含む）

経皮・外用薬の投与

36 Ⅱ

46 Ⅱ Ⅲ 輸血の管理

43

Ⅱ 創傷処置

経口薬の投与

注射の準備

Ⅱ

48 Ⅰ Ⅰ
一時救命処置（Basic　Ｌｉ
ｆｅ　Ｓｕｐｐｏｒｔ：ＢＬＳ）

静脈路確保
点滴静脈内注射

68 Ⅱ Ⅲ

Ⅲ

9
.

救
命
救
急
処
置
技
術

7
.

創
傷
管
理
技
術

7
.

創
傷
管
理
技
術

8
.

与
薬
の
技
術
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映像 演習
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D
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）

診
療
時
援
助
技
術

149 人工呼吸 ○ 統合 統合 統合

150 AEDによる除細動 ○ 統合 統合 統合

151 小児・乳児の心肺蘇生法 ○ 小児 小児

152 二次救命処置 気管挿管の介助 ○ 基礎

153 49 Ⅰ Ⅲ 止血法の実施 ○ 統合 統合

154 洗浄 胃 ○ 基礎

155 院内急変時の対応 救急カート ○ 統合

156 意識レベルの把握 意識レベルの判定 ○ 基礎 基礎

157 意識状態の評価 ○ 基礎 基礎

158 体温測定 腋窩検温 ○ 基礎 基礎 基礎

159 口腔内検温 ○ ○ 母性 基礎

160 直腸検温 ○ ○ 小児 小児

161 脈拍測定 脈拍蝕知 ○ 基礎 基礎 基礎

162 心拍測定 ○ 基礎 基礎

163 呼吸測定 ○ 基礎 基礎 基礎

164 血圧測定 水銀レス血圧計 ○ 基礎 基礎 基礎

165
アネロイド型血
圧計

○ 基礎 基礎

166 電子血圧計 ○ 基礎 基礎

167 身長 ○ ○
基礎
母性

母性 基礎

168 膝高計測器 ○ 基礎 基礎

169 体重 ○ ○
基礎
母性

母性 基礎

170 腹囲 ○ ○ 母性 母性 基礎

171 胸囲 ○ 基礎 基礎

172 頭囲 ○ 母性 母性

173 大泉門の計測 ○ 母性 母性

174 子宮底長の計測 ○ 母性 母性

175 MMT ○ 基礎 基礎

176 関節可動域の測定 ○ 基礎 基礎

177 一般的外見 体表面の観察 ○ 基礎 基礎

178 活気・機嫌 ○ 母性 基礎 基礎

179
瞳孔の対光反射
の観察

○ 基礎 基礎

180 視力検査 ○ 基礎 基礎

181 外耳道・鼓膜の観察 ○ 基礎 基礎

182 聴力検査 ○ 基礎 基礎

183 外鼻の視診・触診 ○ 基礎 基礎 基礎

184 舌の視診・触診 ○ 基礎 基礎

185 歯肉と歯の観察 ○ 基礎 基礎

186 胸郭の視診・触診 ○ 基礎 基礎

187 呼吸音の聴診 ○ 基礎 基礎

188
頸動脈の視診・触
診・聴診

○ 基礎 基礎

189
心尖部の視診・触
診・聴診

○ 基礎 基礎

190 心音と心雑音の聴診 ○ 基礎 基礎

191 腹部の視診 ○ 基礎 基礎

192 腹部の聴診 ○ 基礎 基礎

193 腹部の触診 ○ 基礎 基礎

194 腹部の打診 ○ 基礎 基礎

195
上肢・下肢の視
診・触診

○ 基礎 基礎

196 反射の観察 ○ ○
基礎
小児

基礎

197 インタビューの技術 ○ 基礎 基礎

198 検体の取り扱い 尿 検尿コップ ○ 基礎

199 採尿パック ○ 小児 小児

48 Ⅰ Ⅰ
一時救命処置（Basic　Ｌｉ
ｆｅ　Ｓｕｐｐｏｒｔ：ＢＬＳ）

50 Ⅰ Ⅰ バイタルサインの測定

51 Ⅰ Ⅰ 身体計測

Ⅰ Ⅱ フィジカルアセスメント

53 Ⅰ Ⅱ

52

9
.

救
命
救
急
処
置
技
術

1
0
.

症
状
・
生
体
機
能
管
理
技
術
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映像 演習

演
習

実
習

実技演習

項
目

番
号

看
護
師
教
育
の
技
術
種
類

卒
業
時
の
到
達
度

技術の種類 技術内容

講義 評価
基
礎
科
目

専
門
基
礎
科
目

基礎看護学 領
域
横
断

地
域
・
在
宅
看
護
論

成
人
看
護
学

老
年
看
護
学

小
児
看
護
学

技
術
チ

ェ
ッ
ク

技
術
テ
ス
ト

看
護
学
概
論

基
本
看
護
技
術
Ⅰ

基
本
看
護
技
術
Ⅱ

日
常
生
活
援
助
技
術
Ⅰ

日
常
生
活
援
助
技
術
Ⅱ

母
性
看
護
学

精
神
看
護
学

統
合
と
実
践

演
習
モ
デ
ル
を
用
い
た
演

習 学
生
同
士
の
演
習

実
習
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ

ョ
ン

D
V
D
・
w
e
b
動
画
視

聴 個
人
ワ
ー

ク
ま
た
は

グ
ル
ー

プ
ワ
ー

ク

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ

ョ
ン

（
動
画
デ
モ
ス
ト
含
む

）

診
療
時
援
助
技
術

200 便 ○ 基礎

201 痰 ○ 基礎

202 胸水（胸腔穿刺） ○ 基礎

203 検体の取り扱い 腹水（腹腔穿刺） ○ 基礎

204 髄液（腰椎穿刺） ○ 基礎

205 骨髄（骨髄穿刺） ○ 基礎

206 54 Ⅱ Ⅱ 簡易血糖測定 ○ 基礎 基礎

207 真空管採血 ○ 基礎 基礎 基礎

208 注射器による採血 ○ 基礎 基礎

209 動脈血採血の介助 ○ 基礎

210 68 Ⅱ Ⅲ 心電図モニター ○ 基礎 基礎 基礎

211 １２誘導心電図 ○ 基礎 基礎

212 Spo２モニター ○ 基礎 基礎

213
血管留置カテーテ
ルモニター

○ 基礎

214 診察の介助 ○ 基礎

215 肺機能検査 ○ 基礎 基礎

216 胃内視鏡検査 ○ 基礎 基礎

217 大腸内視鏡検査 ○ 基礎 基礎

218 Ｘ線検査 ○ 基礎 基礎

219 ＣＴ検査 ○ 基礎 基礎

220 ＭＲＩ検査 ○ 基礎 基礎

221 超音波検査 ○ 基礎 基礎

222 核医学検査 ○ 基礎 基礎

223 診察の技術 レオポルド触診法 ○ 母性

224 日常的手洗い ○ 基礎 基礎
基礎
導尿

225 衛生学的手洗い ○ 基礎 基礎
基礎
導尿

226 手術時手洗い ○ 基礎 （基礎）

227 手指消毒 ○ 基礎 基礎
基礎
導尿

228 マスクの着用 ○ 基礎 基礎 基礎

229 エプロンの着用 ○ 基礎 基礎 基礎

230 ガウンテクニック ○ 基礎 基礎 基礎

231 滅菌物の取り扱い ○ 基礎 基礎 （基礎）

232
鑷子・鉗子の取り
扱い

○ 基礎 基礎 （基礎）

233 滅菌手袋装着 ○ 基礎 基礎 （基礎）

234 滅菌ガウンの装着 ○ 基礎 基礎 （基礎）

235 洗浄 ○ 基礎 基礎

236 消毒 消毒液の作り方 ○ 基礎 基礎

237
薬液による器械・
器具の消毒 ○ 基礎 基礎

238 滅菌 各種滅菌の方法 ○ 基礎

239 接触予防策 ○

240 飛沫予防策 ○

241 空気予防策 ○

242 60 Ⅰ Ⅱ 感染性廃棄物の取り扱い ○ 基礎 基礎

243
カテーテル関連血流感染
対策

〇 ○ 基礎

244 62 Ⅰ Ⅱ
針刺し事故の防止・事故
後の対応

〇 ○

245 63 Ⅰ Ⅰ
インシデント・アクシデン
ト発生時の速やかな報告

○ 統合 統合

246 誤薬防止 ○ 〇 基礎

247
チューブ類の予定外抜去
防止

〇 ○ 基礎

248 64 Ⅰ Ⅰ 患者の誤認防止策の実施 〇 ○ 基礎 基礎

249 65 Ⅰ Ⅱ
安全な療養環境の整備（転
倒・転落・外傷予防）

〇 ○ 基礎 基礎 基礎

250 66 Ⅰ Ⅰ
放射線の被ばく防止策の実
施

〇 ○ 基礎 基礎

55 Ⅱ Ⅲ 静脈血採血

生体情報のモニタリング

56 Ⅰ Ⅱ 検査の介助

1
1
 

感
染
予
防
技
術

57 Ⅰ Ⅰ

スタンダードプリコーショ
ン

59

スタンダードプリ
コーション（標準予
防策）に基づく手
洗い

58 Ⅰ Ⅰ

必要な防護用具
（手袋、ゴーグル、
ガウン等）の選択・
着脱

61 Ⅰ Ⅱ 無菌操作

Ⅰ Ⅱ
使用した器具の感染防
止の取り扱い

予防策

1
2
安
全
管
理
の
技
術

1
0
.

症
状
・
生
体
機
能
管
理
技
術
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映像 演習

演
習

実
習

実技演習

項
目

番
号

看
護
師
教
育
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技
術
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卒
業
時
の
到
達
度
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基
礎
科
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専
門
基
礎
科
目
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域
横
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地
域
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在
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看
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成
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看
護
学
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小
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術
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ト
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学
概
論

基
本
看
護
技
術
Ⅰ

基
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看
護
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Ⅱ

日
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Ⅰ
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Ⅱ

母
性
看
護
学

精
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看
護
学

統
合
と
実
践

演
習
モ
デ
ル
を
用
い
た
演

習 学
生
同
士
の
演
習

実
習
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
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ン

D
V
D
・
w
e
b
動
画
視

聴 個
人
ワ
ー

ク
ま
た
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グ
ル
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プ
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モ
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ー
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（
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画
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モ
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む

）

診
療
時
援
助
技
術

251 67 Ⅱ Ⅲ
人体へのリスクの大きい薬
剤のばく露予防策の実施

〇 ○ 基礎

252 誤嚥予防 ○ 基礎

253
自殺・自殺企図・自傷行
為への対応

○

254
攻撃的行動・暴力への対
応

○

255
安全確保のための抑制・
拘束・行動制限

○ 〇 ○ 小児

256 隔離 ○ 精神

257 リスクマネジメント
医療事故予防・事
故分析

○ 統合

258 ボディメカニクス ○ 基礎 基礎

259 69 Ⅰ Ⅱ 安楽な体位の調整 ポジショニング ○ 基礎 基礎

260 温湿布 ○ 基礎 基礎

261 湯たんぽ ○ 基礎 基礎

262 氷枕 ○ 基礎 基礎

263 氷嚢・氷頸 ○ 基礎 基礎

264 腹部マッサージ ○ 基礎 基礎

265 （重曹清拭） ○

266 呼吸法 ○ 基礎 基礎

267 マッサージ ○ 基礎 基礎

268 アロマ・指圧 ○

269 入眠を促す方法 ○

270
インフォームドコン
セント

○

271
プライバシーの保
護

○

272
情報管理（個人情
報の保護）

○ 〇

273 言語的 ○

274 非言語的 ○

275 プロセスレコード ○ 〇
臨床
心理

276 ロールプレイング ○
臨床
心理

277 アサーション ○
人間
関係

278 カウンセリング ○
臨床
心理

279 グループワーク ○
人間
関係

280 カンファレンス ○ 〇

281 面接技術 ○
臨床
心理

282
コミュニケーションに
障害がある人への対
応

○ 基礎

283
面接による問
診

○ 基礎

284 観察 ○ 基礎

285
ヘルスアセス
メント

○ 基礎

286
一般状態のアセス
メント技術

○ 基礎

287
看護上の問題の
特定（看護診断）

○ 基礎

288 計画立案 ○ 基礎

289
計画に基づく
援助の実際

○ 基礎

290
対象者の反応
の確認

○ 基礎

291 評価 ○ 基礎

292 指導計画の立案 ○
保健
指導

293
対象者にあわせ
た媒体の工夫

○
保健
指導

294 個人 ○
保健
指導

295 集団 ○
保健
指導

296
入院時の援助（入院
時オリエンテーション） ○

保健
指導

297
退院時の援助（退
院指導）

○
保健
指導

298 記録の記載 ○ 基礎

299 記録物の管理 ○ 基礎

300 報告 報告の方法 ○ 基礎

301 看取りのケア ○
終末
期

1
3
安
楽
確
保
の
技
術

70 Ⅰ Ⅱ
安楽の促進・苦痛の緩和
のためのケア

71 Ⅰ Ⅱ
精神的安寧をたもつため
のケア

教育・指導技術 説明の技術

リラクゼーション

基
本
技
術

倫理に関する技術

看護過程展開技術

コミュニケーション

記録・報告
記録

情報収集の技術

実施

1
2
安
全
管
理
の
技
術
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